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森 梅代 (京大 ･韮長研)
群れのS∝ialorganiヱationは,群れの中に張りめぐら
された偶作関係の網目によってイソテグレートされた秩
序系としてとらえることができる｡しかし,一個体が群
れ内のどの個体とも等しく付きあっているという関係に
あるのではなく,群れ全体に張りめぐらされている個体
関係の約日には疎密さがある.その個体関係が執りなす
網目を,一九 群れ内の communicationsystemの一つ
の patem として捉えるということは可能であろう｡こ
のような観点から,ニホソザルのコドモ期の遊び仲間関
係をとりあげ,コドそ袋田の中での遊び仲間関係を通じ
てみたcommunicationsystem について枚討し,それと
社会桝道との関連を考察してみたい｡
ここでは,playbehaviourの中でも個体相互間に範い
bodycontactを伴うrough andtumbleplay(R-Tplay)
をとりあげる07カソボ期.コドモ期の特徴であるこの
笹の playは,成長するにしたがって,その頻度は減少
し,オトナ期になると,ほとんど消滅してしまうoLか
し,コドIt期にあってオトナ期になると消滅してしまう
行動や社会関係が,おそらくオトナ期における社会Lig係
に大きな影響なおよはしていると考えられる｡このよう
な現象は Iifehistoryを通じての社会関係.あるいは
communicationsystemとして,ニホソザル社会のS∝ial
orderにかなり誼変な忠滋をもっているのではないかと
思われる｡
調査対象は宮崎県串良に生息する白紙群で,1971年の
群れのサイズは110風 そのうち0才が12軌 1才13頭,
2才19鼠 3才10頭であった｡
調査方法は同一個体を連続して追跡するという個体追
跡法により,各調査期間における単一個体の追跡時間は
10時間を越えることを原則とした｡ここにあげるデータ
紘,1970年から1972年にかけて行なった約150日の野外
調査によるものである｡また,数値および,グラフのもと
になったデータは,単一個体の迎統追跡の時nulを0.5分
を単位にして,その間にある行動が生起すれば1,なけ
ればOとして硫許したものであるoまた分析の方法は,
-個体を中心にして.その playmateを性.年令,血縁
という軸で行なった｡
約1回に示したのは,生後8カ月までのそれぞれの個
体のplaymateをindexとした,同年令柴田内{･のS∝io･
gramである｡Ringoは sameageplaymates15頭中,全
ての個体に対して遊び仲間関係 (あそびの手)を持って
いるが,他の3頭はどれもSuzumeに対して "あそびの
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